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広島大 ･理 八 幡 英 雄
二つの同軸円筒間(並径Rl,外径R2)に非圧縮性粘性流体を入れ,内側の円筒を回
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嘉 で,以下定常かつ軸対称流をあつかうので 6Tt= 0滴 = 0 とするo
n(10)以下で生ずる laminarCouette流は,よく知られているように,方位角方向-の
一様流で,流速 (Vr,Vo,Vz),圧力 Pは, ワニ Rl/求2 として,
vr- v z - 0,vo-誓 (-r･Ri2),fr(;,-V702- 冨 - 0, (2)
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とおきかえをして,次のようになる :
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ここで境界条件は r- 1および 符で u -0で, ∂ニ ∂ーr'
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* 訂,+了 , さらに,
は外部パ ラメタである｡
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となるo境界条件は r- 1,符でu(1)- ∂u(l)- V(l)- Oであるo ♂(0)はTaylorvortex
の波数 aの函数として求まるが (中立安定曲線 ),♂(0)を最小にするような acが
supercriticalstateで vortex流の最大線型成長率を与えるので,以下の定常飽和振
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+A(β(〇)a)2I(l)(2J.2).I(2)〕十(P(0)a)2/ldrr111)〔2u(l)∂*x2)r I " - t巧
+4(a*u(l ))122)+x (ll)(∂*u(2 ) + 2(∂*x (ll)u(22)+ 4 u(ll) ∂*xS2)〕 , (8)
ここで 11)-β(0)x(l)で, vS2)(r)-β(0)xS2)服 分 〔n-2,9-0〕の解, u㌘)(,),
vZ2)(r)-β(0)x皇2)(r)は成分 〔n-2,A-2〕の解,il)(r),il)(r)-β(0)a2I(1)









































3) B`nard 問題の場合 rolの波数が supercriticalstateで減少することが実験的に
知られているが (cf.E.L.Koschmieder,Adv.inChem.Phys.26(1974)
pp.177fr.), Taylorvortex の波数は変化しないという実験報告がある
(∫.E.BurkhalterandE.E.Koschmieder,∫.FluidMech.58(1973),547).
supercriticalstateにおけるrolや vortex の波数がどのような機構で決まるのかは
supercdticalstate安定性と密接に関連し,まだ不明な点が多いように思われる｡
4) S.chandrasekhar,HydrodynamicandHydromagneticStability(Oxford,1961),
§§73 134.
5) R･J･Donnely,Proc･Roy･Soc.A246(1958),312.
R･J･DonnelyandN･∫.Simon,∫.FluidMech.7(1960),401.
6) J･P･GolubandM･H･Freuich･Phys･Rev･Lett･33(1974),1465.
7) J･P･GolubandIl.L Swinney,Phys.Rev.Lett.35(1975),927.
-A41-
